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2013 年度の環境データの見直しについて 

 

大和証券グループでは、ステークホルダーの皆様にとって、非財務情報の重要性が増していることに鑑み、

数値データの質の向上に取り組んでおります。 

「CSR 報告書 2014」に掲載している、2013 年度の社会的項目の一部データについては、既に第三者による

保証を取得しておりますが、今般、2013 年度の日本国内事業所におけるエネルギー使用量および CO2 排出量

に関するデータについても、バウンダリや集計方法を再整理したうえで見直し、第三者による保証を取得いたし

ました。 

当社グループでは、今後も非財務情報の質向上を目指し、努めてまいります。 

 

 

＜主な変更点＞ 

1. 環境負荷面での重要性と、法令で別途報告が求められている範囲を考慮のうえ、正確性を高めるために

バウンダリの見直しを行ないました。 

 

従来は、すべての国内グループ会社の事業所におけるデータを集計対象としていましたが、法令で報告

義務のある、大和証券、大和プロパティ、大和総研の 3 社および、環境負荷面での重要性に鑑み、大和総

研ビジネス・イノベーションのデータを集計対象とすることとしました。 

なお、大和証券グループの本拠地であるグラントウキョウ ノースタワーでのエネルギー使用量は, その

重要性に鑑み、すべてを対象にしています。  

 

2. 「CSR 報告書 2014」で報告したエネルギー種について、データの集計方法を整理し、見直しました。 

 

A) 電力使用に伴う CO2 排出量の算定に使用する排出係数について 

電力使用に伴う CO2 排出量の算出では、国が公表する代替値ではなく、電気事業者ごとの実排出係数

を用いております。 

 

B) 都市ガスの単位 

都市ガス使用量は、温度と供給圧力に合わせて、標準状態に換算しております。 

 

C) 重油および軽油について 

重油および軽油の使用量は、使用量ベースに統一しました。 

 



大和証券グループ 2013 年度 環境報告 

 

エネルギー使用量（国内） 

 単位 2013 年度 

電力 千 kWｈ 71,954

都市ガス 千 Nm3 372

ガソリン ※1 kl 997

重油 kl 25

軽油 kl 0.08

 

 

二酸化炭素（CO2）排出量（国内） 

 単位 2013 年度 

電力 ｔ-CO2 35,442

都市ガス ｔ-CO2 848

ガソリン※1 ｔ-CO2 2,314

重油 ｔ-CO2 69

軽油 ｔ-CO2 0.19

合計 ｔ-CO2 38,673

Scope 1 ｔ-CO2 917

Scope 2 ｔ-CO2 35,442

  Scope 3 

※2 ｔ-CO2 2,314

 

※ バウンダリ：大和証券、大和プロパティ、大和総研、大和総研ビジネス・イノベーション。 

なお、グラントウキョウ ノースタワーのエネルギー使用量には、上記以外のグループ会社のデータも含まれる。 

※ 算定方法：エネルギーの使用の合理化に関する法律及び地球温暖化対策の推進に関する法律での算定方法

に従う。電力の CO2 排出係数は、電気事業者ごとの実排出係数、都市ガスの発熱量は供給会社ごとの値。一部の

支店で使用している、蒸気、冷水、灯油については、集計対象外。 

※1 ガソリンは、社用車として使用しているリース車での使用量。 

※2 ガソリンのみ。国が定める指針に基づき分類、集計。 

 

 

 

 

 

 




